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令和５年４月 28 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立茅ケ崎支援学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 

１年間の 

目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇主体的・対話的で深い

学びを実現する授業実践

とそのための授業改善を

行う。 

〇児童・生徒一人ひとり

のニーズにあわせた教育

を行う。 

〇カリキュラムマネジメ

ントの視点を踏まえ、教

育課程の編成に取組む。 

①「より良い授業
を目指して」をテ
ーマとして研究を
推進し、教育活動
に反映させる。 
②児童・生徒一人
ひとりのニーズに
あわせ、ICT 機器
を授業で活用し、
授業内容を充実さ
せる。 

①具体的な視点を
整理し、指導案等
を作成し、関係者
で共有しながら、
授業改善を行う。 
②保護者、専門職
等と連携し、児
童・生徒のニーズ
に応じた指導・支
援及び ICT 機器の
活用に取組む。 

①より良い授業を目
指して」授業を計
画・実施・評価し、
授業改善に繋げるこ
とができたか。 
②児童・生徒の指
導・支援にあたり、
チームとして情報の
共有が図られたか。
ICT 機器を有効に活
用できたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇きめ細やかな児童・生

徒指導・支援の充実を図

る。 

 

〇教育活動全体で人権の

視点に立った学校づくり

に取組む。 

①一人ひとりの障
害の状況や保護者
のニーズに応じた
通学支援体制を構
築する。 
②意見を言い合え
る風通しの良い職
場環境を構築し、
人権を尊重した指
導や支援を行う。 

①医療的ケアを必
要とする児童・生
徒の福祉車両等に
よる通学支援を確
実に実施する。 
②児童・生徒対応
を日々確認するた
めに振り返りミー
ティングを設定す
る。 

①関係事業所等と連
携し、医療的ケアを
必要とする児童・生
徒の通学支援を行う
ことができたか。 
②情報の共有が図ら
れ、各自が役割を果
たし、人権を尊重し
た指導や支援ができ
たか。 

     

３ 進路指導・支援 

〇本人のニーズや適性に

応じた、自己選択・自己

決定のための継続した指

導・支援に取組む。 

〇児童・生徒の自立と社

会参加に向けた主体的な

取組を支援する。 

①進路専任、学年
進路と連携し、担
任が主体的に関わ
りながら、進路指
導の充実を図る。 
②地域と接する機
会を増やし、勤労
観、就労観の醸成
を図る。 

①自己選択・自己
決定ができる子ど
もに育てることを
目指した進路指導
を推進する。 
②地域に出る活動
や地域に貢献する
活動を計画的に実
施する。 

①担任が進路担当と
連携し主体的に関
り、子どもの自己選
択・自己決定を進め
ることができたか。 
②地域に接する活動
を通して、勤労観、
就労観の醸成を導き
出せたか。 

     

４ 地域等との協働 

〇学校と地域の双方で連

携・協働するための組織

的・継続的な仕組みを構

築する。 

〇地域における特別支援

教育のセンター的機能と

しての取組を推進し、共

生社会の実現に向け取組

む。 

①地域との繋がり
を強化し、教育活
動や防災活動等を
通して共生社会の
推進に貢献する。 
②地域のニーズの
把握と支援を的確
に行い、地域の特
別支援教育の専門
性を高める。 

①防災プロジェク
ト、共生社会推進
チームを中心に地
域と繋がる活動を
進める。 
②人的交流研究の
準備を進めなが
ら、効果的なセン
ター的機能のあり
方を検討する。 

①地域や企業と連携
し、防災システムを
構築するとともに、
共生社会の推進に貢
献できたか。 
②小学校との人的交
流を進めることによ
り、組織的な体制整
備と人材育成の準備
ができたか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

〇地域と一体となった安

全で安心な学校づくりに

取組む。 

〇教員が子どもたちと向

き合う時間を確保するた

めに、教員の働き方改革

を推進する。 

①安全に対するル
ールの見直しを進
め、安心な学校づ
くりを進める。 
②意識改革、業務
のスリム化・効率
化を図り、働きや
すい職場環境を構
築する。 

①感染状況等を踏
まえた安全に関す
るマニュアル等の
見直しを進める。 
②会議の効率化、
文書の簡素化、業
務のスリム化を進
め、ノー残業デー
を徹底する。 

①after コロナを見
据えたマニュアル等
の見直しができた
か。 
②子どもたちと向き
合う時間を確保する
とともに、総労働時
間を短縮することが
できたか。 

     

 


